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2026年 5月 28日 

三菱ケミカル株式会社 
アクセンチュア株式会社 

 
三菱ケミカル、AIを最大限に活用したビジネスサポート業務の高度化に向け 

アクセンチュアと合弁会社設立 
AIと従業員が協働する次世代の業務プラットフォームを確立 

 
三菱ケミカル株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：筑本 学、以下「三菱ケミカ

ル」）とアクセンチュア株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：濱岡 大、以下「アクセンチ
ュア」）は、生産性の一層の向上が求められる事業環境を背景に、AI の活用を最大化することでビジネ
スサポート（各種事務代行、事務所等施設管理など）業務の高度化を図るとともに、持続的な運営体
制の確立を目的として、三菱ケミカルの完全子会社であるダイヤリックス株式会社（本社：東京都千
代田区、代表取締役社長：中田 真一、以下「ダイヤリックス」）を母体とした合弁会社「リックスビ
ジネスパートナーズ株式会社」（以下「本合弁会社」）を設立しました。 

  
■背景と目的 
本合弁会社では、AI およびデジタル技術を最大限に活用し、ダイヤリックスが担ってきた三菱ケミ

カルおよびグループ会社の国内拠点におけるビジネスサポート業務を支える AI・デジタルプラットフ
ォームの整備を推進します。 
これまで人手を中心に運営されてきたビジネスサポート業務について、AI を活用して業務の理解・

可視化を進めるとともに、標準化や拠点横断での運営高度化を図り、人材を取り巻く環境変化にも対
応します。これにより、日々の業務運営を AI が支えることで、従業員は事業・製造に関わる付加価値
の高い業務に集中できる、新たな業務運営の在り方への転換を目指します。 

 
■合弁会社概要 
・会社名  ：リックスビジネスパートナーズ株式会社 
・代表者  ：中田 真一 
・所在地  ：東京都千代田区丸の内一丁目 1番 1号（パレスビル） 
・設立日  ：2026年 5月 1日 
・資本構成 ：三菱ケミカル 81%、アクセンチュア 19% 
・従業員数 ：255名（2026年 5月 1日現在） 
・事業内容 ：ビジネスサポート事業（各種事務代行、事務所等施設管理など） 
 

 
三菱ケミカル株式会社 常務執行役員チーフコンプライアンスオフィサー 矢野 功 コメント 
三菱ケミカルは、アクセンチュアとの合弁会社設立を通じて、ビジネスサポート業務の在り方を次

の段階へと進化させていきます。本取り組みは、三菱ケミカルが掲げる人的資本の価値最大化と、「つ
なぐ」変革の考え方に基づくものです。生成 AIの活用を通じて、業務・人材・データを横断的につな
ぎ直すことで、従業員はより付加価値の高い事業・製造活動に注力できる環境を整え、三菱ケミカル
グループ全体として、持続的な業務運営と企業価値の向上を目指してまいります。 
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アクセンチュア株式会社 常務執行役員 Lead - Digital Core, Japan 永田 満 コメント 
化学品業界を取り巻く環境変化やテクノロジーの進展が急激に進む中、日本の化学品業界のリーダ

ーである三菱ケミカル様においても抜本的な生産性向上が求められています。 本合弁会社では、生成
AI を中心に先端テクノロジーを最大限に活用して業務や働き方を変革し、成果につなげることを目指
しており、業界のモデルケースとなりうる業務・プラットフォームの構築に挑みます。アクセンチュ
アはこれまで、お客様企業とともに成果にコミットする変革を推進してきました。今回のパートナー
シップにおいても、生成 AI を実務に根付かせ、次の時代を見据え生産性向上と新たな働き方の確立に
貢献していきます。 
 
三菱ケミカル株式会社について 
三菱ケミカルは 1933年の創業以来、基礎化学品から機能商品に至るまで、さまざまな素材を提供す

る総合化学メーカーです。モビリティ、半導体・通信、食、メディカル、インフラなど幅広い分野で
グローバルに事業を展開。「革新的なソリューションで、人、社会、そして地球の心地よさが続いてい
く KAITEKI の実現をリードする」という Purposeのもと、社会課題に最適なソリューションを提供
し続け、素材の力でお客様を感動させる「グリーン・スペシャリティ企業」をめざしています。 

 
アクセンチュアについて 
アクセンチュアは、世界有数のソリューションとサービスを提供する企業として、世界をリードす

る企業や組織の変革を支援しています。企業や組織の中核にデジタル技術を実装し、AI の力を最大限
に活用して、比類なきスピードで全社規模の価値を創出しています。アクセンチュアは、約 786,000
人の人材、独自のアセットやプラットフォーム、そして強固なエコシステムとの連携を通じて、最も
選ばれる変革のパートナーとしてお客様を支援しています。さらに、世界で最もお客様の価値創出に
注力し、AI を活用するとともに、働きがいのある企業であり続けることを最優先に掲げています。ア
クセンチュアは、ストラテジー、コンサルティング、テクノロジー、オペレーションズ、ソング、イ
ンダストリーXの領域をまたぐ体制と、深い業界知見を組み合わせたビジネスユニット「リインベン
ション（再創造）サービス」を通じて、お客様に革新的なソリューションとサービスを提供します。
「テクノロジーと人間の創意工夫で、まだ見ぬ未来を実現する」というパーパスのもと、すべてのス
テークホルダーへ 360度の価値を創造することを自らの成功の指標としています。 
アクセンチュアの詳細は  www.accenture.com/us-en を、 
アクセンチュア株式会社の詳細は www.accenture.com/jp-ja をご覧ください。 

以上 
 
【お問い合わせ先】 
三菱ケミカル株式会社  
コーポレートコミュニケーション部 メディアリレーショングループ  
TEL：03-6748-7140 
 
アクセンチュア株式会社 
マーケティング・コミュニケーション本部 広報室 
神田 健太郎、吉野 淳子 
Email: accenture.jp.media@accenture.com 

http://www.accenture.com/us-en
http://www.accenture.com/jp-ja

